
No.166

11  令
和
元

年 1
1月15日

発
行

おしえて☆地域のふくし「 ボランティア活動をしよう」の巻
赤い羽根キッズクラブ「あかいはね共同募金のはねは、どうして赤色なの？」
歳末たすけあい募金ご協力のお願い
赤い羽根共同募金福祉映画会「長いお別れ」のご案内

今月号の内容紹介
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＊

＊
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＊

はい。ボランティア活動とは、自分から進んで行動する自主性、ともに支
えあい・学びあう社会性、見返りを求めない無償性、よりよい社会をつく
る創造性を持ち合わせた活動でもあり、参加を通して喜びや発見、人との
出会いなど、目には見えない素敵な報酬を得られる活動なんですよ。

伊賀市社会福祉協議会の窓口まで、お気軽にご相談ください。やってみた
いボランティアにあったグループの紹介や、ボランティア活動保険への加
入など、ボランティア活動に必要な情報等をご案内しますね。

ぼく、三重県伊賀市の観光大
使、いが☆グリオだぐりよ♪
伊賀市に住んでいる小学校３
年生として、だいすきな伊賀
のふくしのこと、もっと知り
たいぐりっ★

★ボランティア活動は、地域のみんなが元気に楽しく幸せに暮らして
いくために、自分たちができることをすることなんだぐりね！
さっそく、僕も身近なところからボランティア活動に参加してみるぐり！

伊賀市社協への登録ボランティア団体は 173 団体で、5,654 名のボラン
ティアが活動しています (H31.3 末現在 )。そのうち、地域の集いの場への出張
が可能な「アトラクションボランティア」は 62団体あり、音楽やマジック、
読み聞かせ等、様々な特技を活かした分野で活動されています。団体一覧は、
社協ホームページにのっているので、ぜひ検索してみてくださいね。

ねぇねぇ、ボランティア活動ってどんなことぐり？

その 25
 「ボランティア活動をしよう」の巻

 今月お答えするのは
青山地域センターの
恒岡三恵です。
あなたも、ボランティ
ア・デビューしてみ
ませんか？

なんだか、ボランティア活動について興味シンシンになってきたぐり！
なにか、僕にも出来るボランティア活動ってあるぐりか？

僕のまちでも、たくさんのボランティアさんが活躍しているんだぐりね。
じゃあ、ボランティア活動を始めたい時はどうしたらいいぐり？

へぇ！ いろんな出会いややりがいがありそうだぐりね。
ちなみに、伊賀市ではどれくらいの人がボランティア活動をしてるぐり？

ボランティア活動は、いつでも、どこでも、だれでも、気軽に、楽しく始
めることができるので、難しく考えないで、先ずは自分の好きなことや興
味があることを活かして、ボランティア活動をはじめてみませんか。

社協ホームページ▶ 地域福祉 ▶ ボランティア・市民活動センター

自主性・主体性 社会性・連帯性

創造性・先駆性・開拓性無償性・無給性
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認
知
症
と
い
う
言
葉
は
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌

な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
で
身
近
に
よ
く
聞
く
言

葉
だ
と
思
い
ま
す
。
認
知
症
と
は
病
名
で
は

な
く
、
特
有
の
症
状
を
示
す
状
態
を
総
称
す

る
言
葉
で
、「
脳
の
病
変
に
よ
っ
て
記
憶
を

含
む
複
数
の
認
知
機
能
が
後
天
的
に
低
下

し
、
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
た

状
態
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
大
認
知

症
と
し
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
や
レ
ビ
ー

小
体
型
、
脳
血
管
性
が
あ
げ
ら
れ
認
知
症
の

ほ
と
ん
ど
を
占
め
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
発

表
し
た
推
計
に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年
に
は

認
知
症
患
者
数
は
７
０
０
万
人
前
後
に
達

し
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
５
人
に
１
人

を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
認
知
症
に
対
し
て
様
々
な
対
策
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
が
認
知
症
に
効
果
が
あ
る
と
研
究
で
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
脳
の
活
性
化
を
効
率
よ
く

促
す
た
め
に
、
以
下
の
５
つ
の
原
則
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

１
【
役
割
が
あ
る
こ
と
】
社
会
的
に
な
に
か

の
役
割
が
あ
る
こ
と
で
、
意
欲
低
下
の
防
止

に
つ
な
が
り
ま
す
。
仕
事
や
役
割
が
生
き
が

い
を
生
み
、
自
分
が
周
囲
の
役
に
た
っ
て
い

る
と
感
じ
る
こ
と
で
自
尊
心
が
高
ま
り
ま

す
。

２
【
適
切
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
こ
と
】
何
か

課
題
を
設
け
た
り
、
何
か
を
お
願
い
さ
れ
た

り
と
い
う
『
ス
ト
レ
ス
』
に
よ
り
、
頭
の
注

意
力
が
維
持
さ
れ
ま
す
。

３
【
失
敗
を
少
な
く
す
る
こ
と
】
失
敗
体
験

の
積
み
重
ね
で
自
信
を
失
っ
て
い
る
人
は
少

『
脳
の
活
性
化
で
認
知
症
予
防
！
』

　
　
　
　

上

野総
合市民病院より

　
伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院
　

　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課
　
作
業
療
法
士
　
尾
登
　
理
恵
　

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
失
敗
し
な
い
よ
う
に
、

さ
り
げ
な
い
手
助
け
で
成
功
体
験
を
積
み
重

ね
る
こ
と
で
、
意
欲
や
自
信
の
回
復
に
つ
な

が
り
ま
す
。

４
【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
】

一
方
的
に
相
手
に
話
か
け
る
の
で
は
な
く
、

お
互
い
が
会
話
す
る
、
つ
ま
り
両
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

自
分
の
言
い
た
い
事
だ
け
を
一
方
的
に
押
し

つ
け
る
の
で
は
な
く
、
相
手
の
心
情
や
状
況

を
理
解
し
た
上
で
会
話
を
心
が
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

５
【
褒
め
ら
れ
る
こ
と
】
笑
顔
や
褒
め
る
言

葉
を
与
え
る
と
、
脳
内
の
神
経
系
が
活
性
化

さ
れ
、
意
欲
が
向
上
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
褒
め
た
側
も
相
手
が
喜
ぶ
と
自
分
も
嬉

し
く
な
っ
て
、
共
に
笑
顔
に
な
る
と
い
う
相

乗
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
自
分
だ
け
で
努
力
し
て
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
人
を
と
り

ま
く
周
囲
の
人
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で

す
。
さ
て
、
日
常
生
活
で
ど
ん
な
役
割
を
み

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
褒
め

る
言
葉
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
脳
の
活

性
化
を
促
し
、
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
い

き
い
き
と
笑
顔
で
生
活
で
き
る
環
境
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

　
　
☎
０
５
９
５
（
24
）
１
１
１
１

　
　
FAX 

０
５
９
５
（
24
）
２
２
６
８

 

　お
の
ぼ
り
　
　
　
り
え

　　「あかいはね共同募金」のはねは、
　　どうして赤色なの？

「あかいはね」は、勇気と良い行いのシンボル
だからです。
　アメリカの原住民族は、いろいろな色のはね
かざりを頭などにつけていましたが、はねには
色によって意味がありました。勇気のある行い
や、良いことをした人が、「あかいはね」をつ
けていたと言われています。

　　「あかいはね共同募金」
　　はいつから始まったの？

　日本の「あかいはね共同募金」は、今から
70年以上前の 1947 年にはじまりました。
太平洋戦争がおわって、やけの原でたくさんの
人たちが苦しんでいるなかで、助けあいの「あ
かいはね共同募金」がはじまりました。
　さいしょは、戦争で家や家族をうしなった子
どもたちのために、寄付が役立てられました。
だれもが苦しい生活でしたが、5 億円をこえる
寄付が集まりました。

あかい
はね

キッズ
クラブ「あかいはね共同募金」のふしぎ～

ミッキーマウスは
悪者と戦うときに
赤い羽根をつけて
いたそうです☆ 「あかいはね子ども相談室」

　フリーダイヤル　0120-137-741
　10:00 ～ 16:00（土日祝・年末年始は休）
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令和元年度予算額
7,000,000円

 ● 歳末食事サービス事業
一人暮らし高齢者や高齢者世
帯等に対し、通常実施してい
る食事サービスの利用者に、
年末年始の食
事サービスを
無料にし、年
末年始にふさ
わしい食事を
お届けします。

 ● 歳末見舞品配布事業
民生委員児童委員による年末
年始の訪問活動の際に、市指
定ごみ袋を配布していただき
ます。

 ● クリスマス会開催事業
　子育て中の親や乳幼児、児童
等がクリスマス会を開催し、子
育て支援と会員相互の交流をす
すめます。

たくさんの、“ ありがとうメッセージ ”をお寄せいただいています。

歳末たすけあい募金“ ありがとうメッセージ ”より

歳末たすけあい募金は、様々な事業に活用させていただいています。

世代間交流事業 
「瀧いきいきサロン」

クリスマス会開催事業 
「こそだち応援隊しゃぼんだま」

230,000円
(３％)

1,870,000円
（27％）

3,400,000円
(49％)

1,500,000円
（21％）

 ● 世代間交流事業
身近な地域において、世代間
交流を目的とした事業を開催
することで、地域の活性化と
交流をすすめます。
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 「歳末たすけあい募金」に
　ご協力ください

三重県共同募金会伊賀市共同募金委員会
〒518-0869伊賀市上野中町2976-1上野ふれあいプラザ３階　☎0595-21-5866

Red Feather Community Chest Movement

　本年もあとわずかとなりましたが、市民の皆様にはますますご健勝でお暮らしの事と
お慶び申し上げます。
　平素は、共同募金運動につきまして格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　昨年度の「歳末たすけあい募金運動」におきましては、市民の皆様からの深いご理解
を賜り、7,043,289円 におよぶ善意の募金をいただくことができました。
　本年度も「歳末たすけあい募金運動」が１２月１日から１２月３１日にかけて、全国一
斉に展開されます。
　つきましては、出費ご多端の折柄まことに恐縮でございますが、この運動の趣旨を
ご理解いただきご協力を賜りますようお願い申し上げます。

三重県共同募金会伊賀市共同募金委員会　会長　松井 謙二

募金期間
12月1日

▼
12月31日

自治会を通じてお願い
にあがりますので、一戸
あたり３５０円を目安に
ご協力をお願いします。

みんなでささえあうあったかい地域づくり

「歳末たすけあい募金」は、
●世代間交流事業
●クリスマス会開催事業
●歳末食事サービス事業
●歳末見舞品配布事業
など、様々な地域福祉事業に
活用させていただいています。

　「歳末たすけあい募金」は、共同募金運動の一環
として地域住民やボランティア、民生委員児童委
員、社会福祉施設、社会福祉協議会等の関係機関・
団体の協力のもと、新たな年を迎える時期に支援
を必要とする人たちが、地域で安心して暮らすこと
ができるよう、住民の参加や理解を得てさまざま
な福祉活動を重点的に展開するものです。

「歳末たすけあい募金」
ってなあに？
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音
楽
療
法
う
た
お
う
会
を
通
し
て
楽

し
く
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

は
じ
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！

（
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要
）

音
楽
療
法
う
た
お
う
会

《
上
野
会
場
》

【
日
時
】
12
月
25
日
（
水
）
10
時
～
11
時

【
場
所
】
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
５
階

　
※
駐
車
場
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

《
い
が
ま
ち
会
場
》

【
日
時
】
12
月
２
日
（
月
）
10
時
～
11
時

【
場
所
】
い
が
ま
ち
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
愛
の
里
」

※
教
室
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

各
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

認
知
症
・
介
護
予

防
教
室
の
ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
市
民
活
動
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

　

賭
け
な
い
、
吸
わ
な
い
、
全
自
動
卓

で
楽
し
さ
倍
増
。
新
た
な
元
気
が
湧
い

て
き
ま
す
。

①
脳
年
齢
が
若
返
る
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
効
果

②
認
知
予
防
と
し
て
、
前
頭
葉
を
刺
激

す
る
頭
の
ス
ポ
ー
ツ

③
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り

【
日
時
】
毎
週
月
曜
日
９
時
～
15
時

          （
予
約
制
）

【
申
込
人
数
】
12
人
程
度
（
１
卓
４
人
×

防
知
会
い
き
い
き
サ
ロ
ン

麻
雀
は
脳
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

ひ
と
り
親
家
庭
交
流

会
参
加
者
募
集
！

　
伊
賀
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
ひ
と

り
親
家
庭
を
励
ま
す
た
め
、
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
、昼
食
と
し
て
赤
飯
、

豚
汁
、
そ
し
て
親
子
で
デ
ザ
ー
ト
づ
く
り

も
計
画
し
て 

い
ま
す
。

　
日
頃
忙
し
い
ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者

賃
貸
住
宅
相
談

会

の

ご

案

内

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
外
国
人
・
子

育
て
世
帯
な
ど
、
住
ま
い
さ
が
し
で
お

困
り
の
人
を
対
象
と
し
、
賃
貸
住
宅
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
27
日
（
水
）
13
時
～
16
時

【
場
所
】
上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
３
階
中

会
議
室

【
内
容
】

①
お
も
に
伊
賀
市
内
（
名
張
市
も
一
部

含
み
ま
す
）
で
賃
貸
住
宅
を
お
さ
が
し

の
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
外
国
人
・

子
育
て
世
帯
・
所
得
の
少
な
い
方
等
へ

の
相
談
会
で
す
。

②
不
動
産
店
（
三
重
県
あ
ん
し
ん
賃
貸

住
宅
協
力
店
）
に
よ
り
、
賃
貸
住
宅
を

お
さ
が
し
の
方
へ
物
件
の
紹
介
を
し
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
住
ま
い
さ
が
し
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

③
所
有
・
管
理
す
る
賃
貸
住
宅
を
、
①

の
方
等
向
け
に
提
供
す
る
こ
と
を
お
考

え
の
家
主
等
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

④
相
談
は
無
料
で
す
。
通
訳
が
必
要
な

方
以
外
は
事
前
の
予
約
も
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
通
訳
の
必
要
な
方
は
、11
月
21
日（
木
）

ま
で
に
伊
賀
市
建
設
部
住
宅
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】
伊
賀
市
・
伊
賀
市
社
会
福
祉
協

議
会
・
三
重
県
居
住
支
援
連
絡
会

の
方
も
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
で
楽
し
い
一

日
を 

過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
３
月
中
学
校
卒
業
、

４
月
小
学
校
入
学
の
方
に
は
お
祝
い
品
を

用
意
し
ま
す
。

 【
日
時
】
１
月
19
日
（
日
）
10
時
～
15
時

 

【
場
所
】
上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
４
階  

調
理
研
修
室

 

【
参
加
費
】
こ
ど
も
無
料
・
保
護
者
の
み 

５
０
０
円

 

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】
参
加
を
希
望

さ
れ
る
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
及
び
寡
婦

の
方
は
、
１
月
５
日
（
日
）
ま
で
に
、
伊

賀
市
母
子
寡
婦
福
祉
会 

会
長 

茂
山
久
代

（
☎ 

52-

１
６
６
０
）
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

若者の職業的自立のための総合相談窓口
いが若者サポートステーションいが若者サポートステーション
～15～39歳までの「働きたい悩みを抱えている人」を支援しています～

★就職相談と各種講座をしています（要予約）★

 
無 料

無料「パソコン講座」開催
【ＰＣ入門  ワード・エクセル・パワーポイント】
●日程 令和２年1月8日(水)/10
日(金)/15日(水)/17日(金)/20
日(月)●時間／10:00～15:15

■住所／伊賀市上野丸之内57-4 センタービル１階
■☎＆Fax／0595-22-0039 ■メール／iga-saposute@npo-en.or.jp
■開所日／月～金曜日 9:00～17:00 (土・日・祝 年末年始は休み)

仕事にいかせる‼参加者募集‼＜三重県立看護大学講座＞

★ ハローワーク伊賀 出張相談日／11月19日(火)・12月17日（火） 13:00～16:00

■「社会活動としての話すこと・聴くこと」
　12月３日（火）10：00～11：30　
 　講師：浦野　茂さん
　日頃当たり前のように行っている話すことや聴くことです
が、じつはとても精密な方法にもとづいて作り上げられてい
ます。この点を具体的な事例を検討しながら確認していって
みましょう。

　

【
通
訳
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

伊
賀
市
建
設
部
住
宅
課
☎
22- 

９
７
３
７

伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
 21- 

５
８
６
６

３
卓
）
※
４
人
揃
い
次
第
開
催

【
負
担
金
】
１
人
５
０
０
円

【
場
所
】
平
野
中
川
原
５
３
０-

１ 

Ｙ
Ｍ

Ｃ
ビ
ル
２
階

※
教
室
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
月
曜
日
13
時
～
15
時

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
１
、０
０
０
円
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
三
重
県
麻
雀
組
合
伊
賀
支
部
Ｙ
Ｍ
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
24-

３
９
１
１
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「
歌
っ
て
気
づ
く
！
フ
レ
イ
ル
と
認
知

症
」
～
音
楽
療
法
で
口
か
ら
診
断
・
予

防
し
ま
す
～

※
フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
と
と
も
に
身

体
と
心
が
虚
弱
に
な
っ
て
く
る
状
態
の

こ
と
で
す
。

【
日
時
】
１
月
12
日
（
日
）
13
時
開
場

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】
伊
賀
市
文
化
会
館
さ
ま
ざ
ま

ホ
ー
ル

【
講
師
】
甲
谷 

至
氏
（
歯
科
医
師
、
神

奈
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
歯
科

口
腔
外
科
部
長
、
日
本
音
楽
療
法
学
会

認
定
音
楽
療
法
士
）

【
参
加
費
】
無
料
、
整
理
券
必
要
（
伊
賀

市
社
協
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
研
究
会
員

ま
で
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
伊
賀
市
社
協
本
部
内

　
伊
賀
音
楽
療
法
研
究
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
21-

５
８
６
６

伊
賀
音
楽
療
法
研
究
会

20
周
年
記
念
講
演
会

＊おつかれさま＊
今日からできる 簡単手話講座

右手こぶしの小指側で
左腕を２回たたく。

伊賀市健康福祉部障がい福祉課 ☎２２－９６５７

②「あいさつ」軽くおじぎをしながら、向かい合わせた人差し指を折り曲げます。

■と　き／ 2020 年 1月19日  日
　　　 　①9:45～ ②13:30～ 
■ところ／ 前田教育会館 蕉門ホール
　　　　　（伊賀市大谷 670　☎24-5511）

○ 主催／公益財団法人前田教育会　○ 後援／伊賀市社会福祉協議会・三重県共同募金会伊賀市共同募金委員会
○ 問い合わせ先／公益財団法人前田教育会 ☎0595-24-5511・伊賀市社会福祉協議会 ☎0595-21-5866

父、昇平（山﨑努）の 70 歳の誕生日。久しぶり
に集まった娘たち、芙美（蒼井優）と麻里（竹内結子）
に母・曜子（松原智恵子）から告げられたのは、
厳格な父が認知症になったという事実だった。
それぞれの人生の岐路に立たされている姉妹は、
思いもよらない出来事の連続に驚きながらも、変
わらない父の愛情に気付き前に進んでいく。
ゆっくり記憶を失っていく父との 7 年間の末に、
家族が選んだ新しい未来とは―。

鑑賞券をご希望の方は、伊賀市社協
各地域センターにてお求めいただけます。

ゆっくり記憶を失っていく父との、お別れまでの７年間。
笑って泣いて、前に進んでいく家族たちの、新たな愛の感動作！！

赤い羽根共同募金配分事業 福祉映画会

 © 2019『長いお別れ』製作委員会　（C)中島京子／文藝春秋

監督・脚本：中野量太　原作：中島京子「長いお別れ」（文春文庫刊）
脚本：大野敏哉　主題歌：優河「めぐる」
出演：蒼井優　竹内結子　松原智恵子　山﨑努　蒲田優惟人
　　　中村倫也　北村有起哉　杉田雷麟

※鑑賞券／一般前売券　  1,000 円 ( 当日 1,300円 )
　　　　　小中高生前売券  800 円（当日1,000円）



数字で見る伊賀市の福祉自分達が調理したお弁当を、色々なボランティアグルー

プ並びに民生委員さんにご協力いただきながら活動をしております。「折り紙ボ

ランティア」には、毎月１回弁当に華を添える作品を提供してくれています。

お弁当の搬送は、「仕事人　福祉の里」に民生委員さんのお宅までお願いし、民

生委員さんには見守り活動を兼ねて、利用者のお宅まで配達いただいておりま

す。

これらそれぞれの活動がつながって、食事サービス事業を続けていけるよう、

これからも一丸となって頑

張っていきたいと思いま

す。

※集計処理の関係で前々月末日時点の数値です。
※伊賀市の人口は外国人住民を含めた数です。
※ 65 歳以上の高齢者及び高齢化率には外国人住民
も含まれています。
※ 75 歳以上の高齢者及び後期高齢化率には外国人
住民も含まれています。
※ 75 歳以上の高齢者の全人口に占める割合を後期
高齢化率と表記しています。
※介護保険認定者数は要支援・要介護認定者数です。

この広報誌は、社協会費、有料広告費等により発行しております。   No.166  　 11 月号  8

編
集
後
記

伊賀市の人口
65歳以上の高齢者
高齢化率
75歳以上の高齢者
後期高齢化率
介護保険認定者数

	 ９１，３４９人（－72人）
　２９，６５７人（＋１人）
　　３２．５％（+0.1％）

１５，８８２人（±0人）
１７．４％（±0.0％）

６，２２３人（＋５人）

編集・発行　　　　　社会福祉法人 伊賀市社会福祉協議会

● 伊賀市社会福祉協議会ホームページ ●　 http://www.hanzou.or.jp/

　
今
年
は
も
う
来
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
ら
、
台
風
19
号

が
日
本
列
島
に
上
陸
し
、
関
東

や
東
北
地
方
に
大
雨
を
降
ら

せ
、
河
川
の
決
壊
に
よ
る
広
範

囲
の
水
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

伊
賀
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
、
準
災
害
時
体
制

に
移
行
し
、
被
災
地
に
出
向
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
情
報
提
供

や
調
整
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

あなたのまちのふれあい・いきいきサロン（153）
出後いきいきサロン

年輪

メンバー数／約 20 名
開催場所／出後公民館
開催頻度／月 1 回

　大山田の山田地域にある「出後いきいきサロン年輪」は、スター
トしてから、今年度で１５年目です。活動の様子や次回の予定がわ
かるように、毎月見て楽しい、読んで楽しい写真入りの「たより」
を発行され、参加者の皆さんや、区長さん、老人クラブ会長さん、
民生委員児童委員さんにも配布されています。季節のお花がいつも
飾られ、明るく優しくなれる雰囲気のサロンで、高齢者以外の方の
参加も可能で、他地域のサロンメンバーとの交流もされています。
　活動は、絵手紙、寄せ植え、音楽療法、体操の他、子どもたち
と花壇の整備をしたり、コミュニティーカフェ「サロン de 田楽」を、
男性陣の協力を得て開催したり、多世代で活気のある時間を共に
過ごすことで、参加者の日常の安心にもつながっています。
　「出後いきいきサロン年輪」の特にステキなところは、みんなの
特技を引き出し、活躍する場にもなっているところです。代表の
古川成美さんは「素晴らしい人たちがたっくさん」と笑顔で話さ
れます。大山田芸術文化祭に出展する作品にも取り組まれていて、
できあがりがとっても楽しみです。

地
域
セ
ン
タ
ー

本
部・上
野

〒518-0869 
伊賀市上野中町2976番地1 上野ふれあいプラザ３階
TEL：0595（21）5866／FAX：0595（26）0002
Eｰmail：info@hanzou.or.jp（本部） ueno@hanzou.or.jp（上野地域センター）

〒519-1413
伊賀市愛田513番地 いがまち保健福祉センター「愛の里」
TEL：0595（45）1012／FAX：0595（45）1050
Eｰmail：iga@hanzou.or.jp

〒519-1711
伊賀市島ヶ原4743番地 島ヶ原福祉センター「清流」
TEL：0595（59）3132／FAX：0595（59）3145
Eｰmail：shimagahara@hanzou.or.jp

〒518-1313
伊賀市馬場1128番地の1　阿山保健福祉センター
TEL：0595（43）1854／FAX：0595（43）1577
Eｰmail：ayama@hanzou.or.jp

〒518-1422
伊賀市平田656番地の1　大山田福祉センター
TEL：0595（47）0780／FAX：0595（46）1165
Eｰmail：ooyamada@hanzou.or.jp

〒518-0226
伊賀市阿保1988の1番地　青山福祉センター
TEL：0595（52）2999／FAX：0595（52）3555
Eｰmail：aoyama@hanzou.or.jp

地
域
セ
ン
タ
ー

い
が
ま
ち

地
域
セ
ン
タ
ー

島
ヶ
原

地
域
セ
ン
タ
ー

阿
山

地
域
セ
ン
タ
ー

大
山
田

地
域
セ
ン
タ
ー

青
山

数字で見る伊賀市の福祉	 令和元年９月３０日現在（前月比）

我
ら
！
ふ
く
し
レ
ン
ジ
ャ
ー

●活動を始めたきっかけ
　丸柱地域では人口減少や少子高齢化に加え、丸柱小学校や
まるばしら保育所の地域の拠点がなくなる現状を受け、丸柱
地域福祉ネットワーク会議を設置し、その役員として活動に
関わることになりました。
●活動内容
　丸柱まちづくり協議会では、今年 4月に設立された「おと
まる」を拠点に事業を展開しています。地域住民の集える場
である週 1回のサロン「ゆいっこ」をはじめ、10 月からは
おとまるの便利屋さんとしてゴミ出しや草刈り等の生活支援
サービスである「ちょこっとお助け隊」、買い物や通院送迎等
の移送サービス、小中学生を対象とした週 1回の「音っと仲
まる」を開始しました。まちづくり協議会ではそれぞれのサー
ビスを部会で担当し、自分たちの地域は自分たちで守ること
をモットーに活動を進めています。
●今後の抱負
　今後は「おとまる」を丸柱地域だけでなく丸柱を訪れた人
に気軽に寄っていただけるようなカフェも開けたらと構想し
ています。 No.161

藤
ふじもり

森 秀
ひでゆき

行さん（72 歳）
阿山在住
丸柱地域まちづくり協議会
会長


